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②

　　・財団法人函館職業紹介所宿泊所
　　　　　　「昭和２年度・事業報告」１Ｐより掲載
　　　　　　　　　　　　　　　　（市立函館図書館所蔵）
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（財）函館職業紹介所宿泊所本舎（昭和２年）

　
　
　
　
　
瀧
川
周
作
理
事
長
は
、

就
任

　
　
　
　
の
翌
大
正
十
四
年
二
月
に
、

災

　
　
　
　
害
や
貧
窮
者
の
増
加
に
よ
り
手

　
　
　
　
狭
に
な
っ

た
屋
舎
を
、

工
費
約

　
　
　
　
壱
萬
円
を
以
っ

て
新
築
工
事
を

竣
工
さ
せ
、

同
十
五
年
一
月
に
移
転
完
了

さ
せ
た
。

　
此
れ
に
よ
り
、

定
員
も
五
十
名
か
ら
八

十
名
へ
と
、

事
業
規
模
を
発
展
さ
せ
た
の

で
あ
る
。

　
屋
舎
は
総
建
坪
百
四
十
二
坪
で
、

本
舎

二
階
に
講
堂
、

三
階
に
展
望
所
（
左
図
参

照
）
を
設
け
た
、

モ
ダ
ン
な
外
観
で
あ
っ

た
。
又
、

附
属
舎
に
は
、

男
女
別
々
の
洗

面
所
が
設
け
ら
れ
、

入
所
者
へ
の
配
慮
が

伺
わ
れ
る
構
造
に
な
っ

て
い
た
。

　平成１３年１１月９日、函館ちとせ幼稚園の園児の皆さんと、
当施設に入所しておられる皆さんとの交流会が開催されました。
　函館ちとせ幼稚園・小林園長先生の「…子供達の成長を観て
頂きたい…。」との、ご挨拶に続き、園児皆さんによる合唱、
オペレッタ「サルカニ合戦」、入所者の皆さんと一緒に「焼き
イモじゃんけん」等、楽しい一時を過ごさせて頂きました。
　最後に園児の皆さんよりリンゴのプレゼントと、「これから
寒くなりますので、身体に気を付けてお過ごし下さい。」との、
かわいらしく、暖かいメッセージを頂戴致しました。
　園児の皆さん本当に有難うご座いました。来年もお待ち致し
ております。

園児の皆さんによる合唱（写真上）と
オペレッタ「サルカニ合戦」（写真左）

「焼きイモじゃんけん」（写真上）
「幸せなら手をたたこう」（写真下）
　に興じる、入所者と園児の皆さん



　窓越に外を眺める時の施設長の表情は、いつも微笑みを浮かべていました。
今日の昼食のことを考えているのか、はたまた愛する奥さんの事を考えているのか…、と、思いきや…、
施設長だけが知っている密かな楽しみがあったのです。
それは、施設長室から見える大きな木に登って、遊んでいる三匹のネコを眺めることでした。
木の上で三匹のネコがじゃれ合う姿はとても可愛らしく、ネコ好きで知られている施設長にとって、仕事
の合間にその姿を見ることは、唯一癒しの一時なのでした。

　今日も愛するネコ達に癒された施設長はとても上機嫌で、ベットの部屋（身体能力低下者用）の内装工
事をする予定の４部屋のうち、女性用２部屋はピンク色、男性用２部屋はブルー色の壁紙を選んだのです。

　内装工事が進められる間、指導員は書類を届けに施設長室へ・・・・。
｢あれ？　施設長がいない。じゃあ書類は机の上に置いて行こうかな｣、と、
書類を机の上に置き、顔を上げた瞬間、木の上のネコたちに目が止まりました。
　もうじき奥さんの誕生日が迫っているにもかかわらず、お小遣いを使い果たしてしまい途方にくれてい
指導員は、その時ひらめきました。
「そうだ！！　あのネコたちの皮を剥いで毛皮のコートをプレゼントしよう。きっとマイハニーは喜んで、
また俺を惚れ直すに違いない・・・！！」　（施設長がこよなく愛するネコたちとも知らず。たったネコ
３匹じゃコートなど作れるはずもないのに・・・。）指導員は、一人でニヤニヤしていました。

　早速ネコを捕まえようと、「救護施設対抗投げ縄選手権」第２位の輝かしい記録を持つ指導員は、ウエ
スタン気分でロープを持ってきました。
「今だ！！」
　何度かロープを投げてみるものの、相手はすばしっこいネコ達のこと。やはり、「投げ縄選手権」で惜
しくも優勝を逃しただけあって、失敗の繰り返し・・・。一方、狙われていることに気がついたネコ達は、
雪の中を飛び跳ね逃げだしました。
ハニーの為に、と、必死に追いすがる指導員…。
恐ろしい殺気を感じたネコ達は、施設長に助けを求めて施設の中へ…。
内装工事が終わったばかりのベットの部屋の壁をも走り回りました。

　丁度その時、工事の仕上がりを見にきた施設長は、目が点に・・・。
愛するネコ達の足跡が、点々と貼られたばかりの壁紙に・・・。
　そこに、ロープを振りかざした指導員が、赤鬼のような形相で、
ネコ達を捕まえようと、追い駆け廻しているではありませんか！！
「し、指導員！！、私のネコ達に何をするんですか！？」
「えっ？　私のネコ！？　施設長のネコだったんですか！！」
サーッと、指導員の顔から、みるみる血の気が引いていきました。
　それでも、事情を聞き同情した施設長は、指導員の所業を許して
くれました。

しかし、身の危険を感じたネコ達は、二度と姿を見せませんでした。

　残ったのは、追い駆けられた時に逃げ回って出来た壁のネコ達の
足跡だけ・・・。

　皆さん、共働宿泊所救護部においでになったら、ベットの部屋の
壁紙をよーく見てごらん。
施設長が愛したネコ達の足跡が今でも残っていますよ・・・。

③

　このお話は、9８.99%のフィクションと1.01%の真実で構成されています。
お取り扱いにはくれぐれもご注意を、お願い致します。注



　躍る躍るよ
　　　牛さんも♪
　　　　　　　躍る

金色・銀色
青色吐息

ゼぇ～ハぁ～

紅白出場
　狙っています
　　　　本気です！

高級エステサロンの
　全身マッサージでは
　　　　ありませんョ！

芸術祭参加拒否作品

フレッシュな可愛さ２０％
アダルトな不気味さ８０％

かな～？

神秘のベールに包まれた
魅惑のダンサー？が
あなたを誘う…

ー誕生会ー

　当施設の名物行事の一つとして、
毎年１１月の最終金曜日に、偶数月
生まれと奇数月生まれを隔年に分け
て行われます。
　
   平成１３年度は偶数月生まれの皆
さんと担当職員が一丸となり、構想
１年、猛練習２週間を経て、華々し
く開催されました。



⑥

　平成１３年１１月１６日（金）、函館東消防署署員立会いのもと、総合訓練
（通報訓練・避難誘導訓練・消火訓練）が行われました。

（目的）
　通報～避難誘導と一連の訓練を通して、昼間における
避難誘導の徹底を図ると共に、実際に１１９番通報を行
うことで、非常時における対応の仕方を把握し、また、
避難完了後、消火訓練（消火体験）を行なうことで、初
期消火活動を円滑化すること。

（訓練方法）
・避難誘導班による出火場所の確認。
・初期消火班による初期消火活動。
・通報班による館内・外への放送、及び１１９番通報。
・避難誘導班による利用者の誘導。
・非常持ち出し班による重要書類の持ち出し。
・医療班による利用者などへの治療。
・粉末消火器を用いての消火体験等。

（結果）
　初期消火班消火栓組により、実際に消火栓ホースを出
して、擬似的に訓練を行ったが、その所要時間を含めて
の避難完了時間が４分４５秒と過去の訓練結果と比べて、
迅速な避難だったといえる。
　消火訓練では、利用者１名、職員５名が消火器を用い
て消火体験を行った。

                                   ー 防火管理者　池 田 知 己 ー

だれかより
　　　私がやります
　　　　　　火の用心

（初期消火班消火栓組による消火訓練）

（避難誘導班徒歩組による避難誘導訓練）

（避難誘導班担架組による避難誘導訓練）

（粉末消火器による消火体験）

「全国統一防火標語」

　「消防写真新聞」／
消防写真新聞社発行



⑦

　社会福祉法第８２条の規定により、当法人では利用者の皆様からの苦情を適切に対応する体制
を整えることといたしました。
　本法人における苦情解決責任者、苦情受付担当者及び第三者委員を下記により設置し、苦情解
決に努めることといたしましたので、お知らせ致します。

１．苦情解決責任者　　越　前　典　洋　（函館共働宿泊所救護部・部　長）

２．苦情受付担当者　　相　馬　良　二　（函館共働宿泊所救護部・主任指導員）

３．第 三 者 委　員　　山　本　三洋子　（保育園園長）

４，苦情解決の方法
　（１）苦情の受付
　　　　　苦情は面接、電話、お手紙等で苦情受付担当者が随時受け付けます。
　　　　　なお、第三者委員に直接お手紙で直接苦情を申し出ることも出来ます。
　（２）苦情受付の報告・確認
　　　　　苦情受付担当者が受け付けた苦情を苦情解決責任者と第三者委員（苦情申出人が第三
　　　　者委員への報告を拒否した場合を除く）に報告致します。
　　　　　第三者委員は内容を確認し、苦情申出人に対して、報告を受けた旨を通知します。
　（３）苦情解決のための話し合い
　　　　　苦情解決責任者は、苦情申出人と誠意をもって話し合い、解決に努めます。その際、
　　　　苦情申出人は、第三者委員の助言や立会いを求めることが出来ます。
　　　　　なお、第三者委員の立ち会いにいよる話し合いは、次により行います。
　　　　　ア，第三者委員による苦情内容の確認
　　　　　イ．第三者委員による解決案の調整、助言
　　　　　ゥ．話し合いの結果や改善事項等の確認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

利　用　者　各位
利用者関係者各位

「苦情申出窓口」の設置について

平成１３年４月１日

社会福祉法人　函館共働宿泊所

　　　　　（消火訓練について）

　　　函館東消防署予防係　鳥　居　氏

「実験を行った６名については、真剣に取り組
んでいて大変良好であった。
火事を出さないことが一番であり、普段より充
分に注意が必要である。」

　　　　　（避難誘導訓練について）

　　　函館東消防署予防係　田　村　氏

１．職員については声も大きく大変良好である。
２．利用者については落ち着いており、真剣に
　取り組んでいて大変良好であった。
３．避難後、館内確認の際、もし余裕があれば
　居室などの戸を閉めた方が良い。これは、空
　気を遮断し、火災の拡大を防ぐと共に、煙の
　蔓延を防ぎ、避難経路の確保に有効である。

（消防署員の方々の避難訓練の総評を、真剣な
　面持ちで聞き入る利用者の皆さん）
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⑧

　此の度、当施設「園芸クラブ」の皆さんと、
担当職員の正に人力によりまして、「いこい
の森」が完成致しました。雪解けの４月から
初秋の９月まで、毎週火曜日、延べ６カ月を
費やしました。

　園内は、円型の花壇と、それを取り囲むよ
うに４ヵ所の扇型の花壇・植込みが配置され
ており、円型花壇の周りには遊歩道とベンチ
６台を備えております。
　さらに、花壇の土留めにレンガ色のカラー
ブロック約４００個を使用し、レトロな雰囲
気をかもし出しています。
　晴れた日には三々五々入所されておられる
皆さんと職員が集い、花壇の花にも増して、
話に華を咲かせています。現在、当施設のチ
ョッとした人気スポットになっています。（「いこいの森」正面入り口ゲート）

　今号の「ほのぼの写真館」にてご紹介
しました誕生会は、当施設の一大イベン
トです。今年度も偶数月生まれの６組の
方々が、日頃鍛えた芸人魂を遺憾なく発
揮されました。私も４月生まれ「月夜の
キャラバン」に出演。厳しいダンスレッ
スン（自室に篭ることドッタンバッタン
３時間）に堪え、アラブの女王様役を快
演？しました。次号の「ほのぼの写真館」
も、特集を予定しております。どうぞお楽しみに…。
　表紙の写真は、函館共働宿泊所救護部敷地内（正面玄関を出て右手側）の、
紅葉と白樺です。秋空に溶け込んだ赤と白のコントラストは、一見の価値有り。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集長　内村康彦
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